
所
長

有
木
健
二

平

成

三

十

年

が

始

ま

り

ま
し
た
。
本
年
も
皆
様
方

に
と
り
ま
し
て
幸
多
き
年

で
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

各
学
校
の
児
童
生
徒
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
方
々
の

豊
か
な
学
び
と
職
場
の
方

々
の
一
層
の
ご
活
躍
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
初
詣
を

さ
れ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
私
は
自
分
の
こ
と

や
家
族
の
こ
と
、
健
康
に

仕
事
に
…
年
を
追
う
ご
と

に
願
い
事
が
多
く
な
り
新

年
早
々
反
省
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
考
え
て
み
る
と
、

年

頭

所

感

願
い
事
の
成
就
を
神
仏
に

祈
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

実
は
言
葉
に
し
て
祈
る
こ

と
に
よ
り
、
自
ら
の
願
い

や
課
題
、
す
べ
き
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。
新
年
を
機
会

に
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
て

祈
る
と
い
う
行
為
は
、
即

ち
、
自
ら
を
問
う
行
為
で

あ
り
、
願
い
を
叶
え
る
の

は
自
分
自
身
の
在
り
よ
う

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
た

初
詣
で
し
た
。

さ
て
、
自
分
や
他
者
の

思
い
や
願
い
が
言
葉
や
行

為
に
表
れ
た
も
の
は
確
認

し
や
す
い
一
方
、
表
面
に

表
れ
な
い
思
い
や
願
い
を

く
み
取
っ
た
り
慮
っ
た
り

し
て
い
る
だ
ろ
う
か
と
自

問
自
答
し
ま
す
。

「
大
切
な
も
の
は
見
よ
う

と
し
な
い
と
見
え
な
い
。
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

見
え
る
も
の
だ
け
に
目
を

奪
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

日
常
の
中
に
あ
る
目
に
見

え
な
い
価
値
に
意
識
的
に

目
を
向
け
た
い
も
の
で
す
。

世
の
中
の
変
化
に
伴
い
、

教
育
の
内
容
や
方
法
に
も

変
化
が
求
め
ら
れ
る
昨
今
、

一
見
、
変
化
す
る
も
の
だ

け
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
学
校
教
育
に
お

い
て
も
社
会
教
育
に
お
い

て
も
実
は
変
化
す
る
の
は

全
体
の
一
部
で
あ
り
、
教

育
の
大
部
分
は
変
わ
る
こ

と
の
な
い
脈
々
と
し
た
営

み
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
で
大
切
に
し

て
き
た
、
全
人
格
的
な
育

成
、
個
性
の
伸
長
、
高
い

道
徳
性
や
隠
岐
を
愛
す
る

心
の
涵
養
、
社
会
性
・
人

間
関
係
の
育
成
、
教
師
の

一
生
懸
命
な
姿
、
一
斉
指

導
の
質
の
高
さ
な
ど
は
変

わ
る
こ
と
の
な
い
価
値
で

す
。
ま
た
、
社
会
教
育
に

お
け
る
地
域
づ
く
り
・
人

づ
く
り
、
有
形
無
形
の
文

化
財
の
保
護
や
継
承
、
学

校
と
社
会
の
連
携
な
ど
も

同
様
に
先
達
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
大
切
な
営
み

で
す
。

変
革
が
叫
ば
れ
る
今
、

そ
の
対
応
の
み
に
追
わ
れ

る
の
で
は
な
く
、
変
化
す

べ
き
こ
と
と
変
化
し
て
は

な
ら
な
い
こ
と
を
見
極
め
、

隠
岐
の
教
育
の
変
わ
ら
ぬ

価
値
、
日
々
の
営
み
の
中

に
あ
る
大
切
な
も
の
を
再

認
識
す
る

機
会
に
し

た
い
も
の

で
す
。

～

児
童
手
当
に
つ
い
て

～

二

月
は

、
児

童
手
当

の

支
給
月
で
す
。
児
童
手
当

は
、
他
の
手
当
と
異
な
り
、

年
三
回
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
月
■

二
月

･
･
･

十
月
～
一
月
分

六
月

･
･
･

二
月
～
五
月
分

十
月

･
･
･

六
月
～
九
月
分

■
支
給
要
件
■

十
五
歳
に
達
す
る
日
以

後
の
最
初
の
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
る
児
童

（
中
学
三
年
生
ま
で
の
児

童
）
を
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
そ
の

他
所
得
制
限
等
の
支
給
要

件
も
あ
り
ま
す
。

支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
れ
ば
、
認
定
の
請
求
を

し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌

月
か
ら
支
給
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
が

生
ま
れ
た
時
な
ど
は
、
お

わ
た

し
ぶ
ね
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早
め
に
事
務
職
員
の
方
に

ご
相
談
下
さ
い
。

■
支
給
月
額
■

①
三
歳
未
満

一
万
五
千
円

②
三
歳
～
小
学
校
修
了
前
ま
で

第
一
子
、
第
二
子

一
万
円

第
三
子
以
降

一
万
五
千
円

③
小
学
校
修
了
後
～
中
学
校
修
了

前
ま
で

一
万
円

※
①
の
区
分･･･

三
歳
の
誕
生

月
分
ま
で
は
こ
の
区
分

※
②
の
区
分･

･
･

十
八
歳
の
年

度
末
ま
で
の
間
に
あ
る
子
の

年
齢
の
大
き
い
も
の
か
ら

「
第
一
子
、
第
二
子
」、「
第

三
子
以
降
」
と
数
え
る
。

例
え
ば
三
人
兄
弟
（
大

学
一
年
、
中
学
二
年
、
小

学
四
年
）
の
場
合
、
手
当

額
は
月
額
二
万
円
と
な
り
、

二
月
の
支
給
額
は
八
万
円

と
な
り
ま
す
。

受
給
対
象
の
方
は
、
二

月
分
給
与
明
細
の
手
当
額

に
つ
い
て
是
非
試
算
し
て

み
て
下
さ
い
。

（
総
務
課

宮
原
）


